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NYマーケットレポート（2015年 3月 3日) 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、序盤は株価が軟調な動きとなったことや、本田悦朗内閣官房参

与が、米紙に対して、現在のドル高・円安は適正な為替水準の上限に達していると述べたことが影響して、ドル円・クロス円は軟調な動きと

なった。その後は、米長期債利回りが上昇したことから、ドル買い・円売りが優勢となった。ただ、5 日の ECB 理事会や、6 日の米雇用統計

を控えて積極的な売買が手控えられており、値動きは限定的となった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 
ドル/円 119.77  ユーロ/円 133.71  ユーロ/ドル 1.1164 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6933.26 -7.38 ダウ INDEX 
FUTURE 18226 -22  

 

仏 CAC40 4917.22 -0.10 S&P500 
FUTURE 2110.50 -3.40  

 

独 DAX 11412.39 +2.03 NASDAQ 
FUTURE 4472.25 -4.75  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2月シンガポール電子産業指数 49.8（前回 50.5） 

2月シンガポール購買部景気指数 49.7（前回 49.9） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

4Q カナダGDP（前期比年率） 2.4％（予想 2.0%・前回 3.2%） 

前回発表の2.8％から3.2％に修正 

 

1月カナダ原料価格指数（前月比） -7.7％（予想 -6.3%・前回 -7.5%） 

前回発表の-7.6％から-7.5％に修正 

 

1月カナダ鉱工業製品価格（前月比） -0.4％（予想 -0.8%・前回 -1.5%） 

前回発表の-1.6％から-1.5％に修正 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ネットダニア) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月メキシコ総設備投資 5.5％（予想 5.7%・前回 4.7%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18243.61 -45.02 

ナスダック 4990.34 -17.75 
                                                 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月米ISMニューヨーク 63.1（前回 44.5） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

0：02 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3月米IBD/TIPP景気楽観指数 49.1（予想 47.5・前回 47.5） 

 
 

指標結果データ 

≪IBD/TIPP景気楽観指数≫ 

          3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月 

景気楽観指数・・・・49.1・・47.5・・51.5・・48.4・・46.4・・45.2 

半年先の景気先行・・46.9・・46.7・・52.9・・48.5・・45.1・・44.6 

資金繰り見通し・・・58.2・・53.8・・57.2・・56.4・・56.2・・52.5 

政府の政策信頼度・・42.3・・42.1・・44.3・・40.2・・37.8・・38.5 
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0：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、主要株価が前日に最高値を更新する動きとなったことを受けて、当面の利益を確定する動きが

先行した。また、欧州の主要株価が軟調に推移したことも圧迫要因となった。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）カナダの第4・四半期GDPは、前期比年率で+2.4％となり、伸び率は市場予想の2％を上回った。輸出が減少

したものの、消費支出、在庫が増加した。ただ、第 3・四半期の 3.2％からは鈍化した。最終消費支出は年率+2.0％、

財輸出は-2.5％、原油相場の急落を受け、原油などの輸出が-6.5％、精製石油製品は-36.3％となった。設備投資は

-0.4％、在庫は+74億カナダドル（59億 2000万ドル）となった。12月の実質 GDPは+0.3％、製造業の加速に伴うも

ので、市場予想の+0.2％を上回った。昨年全体の GDPは+2.5％、伸び率は2013年の 2％から加速した。 

 

 

（2）3月の米IBD/TIPP景気楽観指数は、49.1と前月から1.6ポイント上昇した。節目の 50は2ヵ月連続で下回っ

た。構成指数では、向こう半年の景気は 46.9（前回 46.7）、資金繰り見通しは58.2（53.8）、連邦政府の政策信頼

度は 42.3（42.1）といずれも前月から上昇となった。当該指数は、50を上回ると楽観的と判断する。IBD/TIPP指数

は、ミシガン大やコンファレンスボードの消費者信頼感指数の先行指標として注目される。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6889.13 -51.51 
仏 CAC40 4869.25 -48.07 
独 DAX 11280.36 -130.00 

ストック欧州 600 指数 387.68 -3.61 
ユーロファースト 300 指数 1545.35 -15.24 
スペイン IBEX35 指数 11014.70 -163.80 

イタリア FTSE MIB 指数 21987.18 -310.42 
南ア アフリカ全株指数 53130.34 +177.43 

                                                            (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、FTと DAXはが最高値圏で取引されていたことから、ECB理事会前に一旦利益を確定しようとする

売りが優勢となり、主要株価は軟調な動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18158.74（-129.89）、 S&P500 2100.02（-17.37）、 ナスダック 4964.95（-43.15) 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①スイス政府が発表した2014年第4・四半期の GDPは、前期比+0.6％で、第 3・四半期の+0.7％から減速した。た

だ、市場予想の+0.3％は上回った。政府支出、消費支出が寄与した。 

 

②2月の英インフレ期待調査で、今後1年間の予想物価上昇率は 1％と、2008年終盤以降で最低の水準となった。1

月時点では1.2％だった。今後 5-10年の予想物価上昇率は 2.6％で変わらずとなった。 

 

③スウェーデン中銀副総裁は、すでにマイナスとなっている同国の政策金利について、まだ引き下げる余地がある

と述べた。スウェーデン中銀は、2月に政策金利を-0.10％への引き下げと、100億スウェーデンクローナ（12億ド

ル）の国債買い入れを発表した。 

 

④ 欧州復興開発銀行のチャクラバルティ総裁は、2020年末までのギリシャ支援を発表した。ギリシャは昨年、欧

州復興開発銀行の支援を求めたが、総選挙で情勢が不透明なことから審査は棚上げされていた。ユーロ圏による4

ヵ月の支援延長が決まり、全出資国・機関の支持で支援が決まった。総裁によると、ギリシャへの低利での融資額

に上限はないが、求められるプロジェクト次第で決定する。 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米大手企業による大規模な社債発行が相次いでいることから、米国債を売って比

較的利回りが高い社債に乗り換える動きが続いた。ただ、今週末の米雇用統計の発表を控えて様子見ムードも強く、

値動きは限定的となった。   

 

午前の利回りは、30年債が2.70％（前日 2.69％）、10年債が 2.10％（2.09％）、7年債が 1.92％（1.91％）、5

年債が 1.60％（1.58％）、3年債ガ 1.07％（1.05％）、2年債が 0.67％（0.66％）。 

 

 

1月米自動車販売 

 

フィアット・クライスラーは+5.6％（予想+8.9％） 

フォードは-2.0％（予想+5.8％） 

ＧＭは+4.2％（予想+5.9％） 

 

トヨタは+13.3％（予想+15.0％） 

日産は+2.7％（予想+3.8％） 

ホンダは+5.0％（予想+11.0％） 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 3.80ドル安の 1オンス＝1204.40ドルで取引を終了した。 

 

 

5：05 

NY原油は、中心限月が前日比 0.93ドル高の1バレル＝50.52ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1204.40 -3.80 

NY 原油 50.52 +0.93 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落したのにつれて、ドルの代替資産とされる金の買いが先行した。ただ、そ

の後は今週末の米雇用統計を控えて積極的な売買が手控えられ、マイナスに転じて引けた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、イスラエル首相が米議会演説でイランの核の脅威を訴えたことから地政学的リスクの高まりが意識さ

れ、買いが優勢となった。また、リビアの石油関連施設や空港が空爆されたとの報道も買い材料となった。ただ、4

日に発表される米石油在庫統計で原油在庫の増加が予想されていることから、上値は限定的となった。   

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18203.37 -85.26 18281.95 18136.88 

S&P500 種 2107.78 -9.61 2115.76 2098.26 

ナスダック 4979.90 -28.19 4996.66 4956.07 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、主要株価が前日に最高値を更新する動きとなったことを受けて、当面の利益を確定する動きが先行

した。また、欧州の主要株価が軟調に推移したことも圧迫要因となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きと

なり、一時前日比で 151ドル安まで下げる動きとなったものの、終盤には下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.75  119.81  119.39  
EUR/JPY 133.80  133.99  133.68  
GBP/JPY 183.95  184.12  183.67  
AUD/JPY 93.60  93.73  93.56  
NZD/JPY 90.32  90.54  90.28  
EUR/USD 1.1175  1.1218  1.1164  
AUD/USD 0.7817  0.7845  0.7814  

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、軟調な株価動向を受けて、序盤のド

ル円・クロス円は軟調な動きとなった。その後は、米長期債利回りが上昇したことから、ドル買い・円売りが優勢

となったが、米雇用統計を控えて様子見ムードおあり、上値は限定的となった。 

 

 
   （出所：ブルームバーグ) 
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